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2. 泌尿器科領域における Radioisotopereno・
gram 
千大泌尿器科
百瀬剛一，。三橋慎一
石川嘉夫，朝倉茂夫 
Radioisotope Renogramを使用する腎機能診断
の新しい方法として，われわれは数年来 Renogram
の経験を重ねてきたが，現在における本法の価値を
中心l乙，その実施方法，問題点，等について概説し
?こし iO 
3. 萎縮性鼻炎の鼻内粘膜上皮化生に関する電顕
的観察
千大耳鼻科
北村武，。神田敬
萎縮性鼻炎において屡々認められる扇平上皮への
化生を電顕的に観察し，その本態並びに機序を検討
してみた。正常鼻粘膜に於て認められた各種細胞は
消失し，すなわち線も上皮の像は全く変貌していわ
ゆる扇平上皮への化生が認められる。表層細胞は属
平で自由表面K向う最表層は不規則な細胞突起があ
り時に角化し，下層の細胞との聞には著しい細胞間
橋と細胞間隙の像がみられる。また基底細胞層の上
には段子状の練細胞層が重層し，隣接細胞とはよく
発達した Desmosomeによる飯合が認められる。細
胞内には多くの Keratin様の五lamen群の出現が
著明にみられ，表層では細胞質がこれら五lament Ir. 
よって置換されていることもある。基底膜は存在す
るが極めて薄く，それに接する結合組織層を構成す
る謬原線維は化生の進むにつれて著しく疎となる。 
4. 農山村における「関節リウマチ」の現況
千大農医研，長野県立阿南病院
。荒木武雄，原田経国
内田昭夫，朝岡威親
農山村における関節リウマチの発生頻度特に環境
因子との関係について，長野，愛知，静岡 3県のま
じわる天龍川沿いの 6地区住民〈全年令〉について
平地， 丘陵， 山腹， 谷底の四形が比較的明瞭で人
口も略同程度の地区を選出し 9230名について調査
(アンケートによる〉を行い，更にその中の四肢，
躯幹に痛みを訴える 921名について直接検診を行な
った。診断は RA-Testを併用して Ropesの診断
基準によった。関節にリウマチの発生頻度は女性に 
圧倒的に多く，特に 60才以上に著しい。また農業
的因子，農山村的因子との関係では農家に多いが耕 
地面積，養蚕量よりみた労働量の多少には著明な関
係はない。地形的関係については平地， 丘陵， 山
腹，谷底のうち，谷底に圧倒的に多く，標高の高い
所は四肢，躯幹の痛みを訴える者は多いが，関節リ
ウマチはむしろ少ない。次に入院治療を行ない 6ヵ
月以上の経過を観察できた約70名の関節リウマチ
患者個々についてその遺伝的・環境的因子，ならび
に治療の情況等について発病前および発病後今日に
いたるまでについて調査し，更にわれわれの行って
いる治療特に社会復帰への努力について述べる。 
5. ビタミン C長期大量投与せる患者の皮膚色
の変動について
千大皮膚科
麻生和雄，。川瀬健二
田辺義次
皮膚色の客観的表現法については，従来，種々の
色票を用いる方法，光電測色法，分光光度計による
方法等，いろいろと考へられてきたが，簡便にして
国際的な表示を行なうには不満足な点が多い。
わが教室では，精密型光電色沢計を用いて皮膚色
を容易に国際照明委員会の基準によって表現する事 
l乙一応満足すべき成果をえた。
この方法を用いて， ビタミン C長期大量投与せ
る皮膚色素異常症の患者の皮膚色の変動を一年半以
上に豆り観察した結果を報告し，その間臨床的l乙副
作用は認められなかったが，実験的lζ諺酸その他の
問題について検討した成績もあわせて報告する。 
6. 早期胃癌の診断
国立がんセンター
市川平三郎，山田達哉
土井偉誉，堀越寛
。松江寛人，十林賢児
国立がんセンターでは過去2年半において，早期
胃癌を 58例経験した。
その内別は，日本内視鏡学会分類lとより分類する
と，隆起型 12例，表面型 34例，陥凹型 12例であ
る。
これらの早期胃癌の発克には， X線，内視鏡細胞
診がその有力な武器となるが，国立がんセンターに
おける三者の診断率をみると， X線 72.4%，内視鏡
57.8%， 細胞診50%で， その総合診断は 75.8%と
なる。また，過去1年間の成績についてみると，総
